
町民会館のホームページ　http://www.kaikan.seirou.niigata.jp
メールアドレス　info@kaikan.seirou.niigata.jp

社会教育だよりは、資源保護のため
再生紙を使用しています。

町民会館休館日 ……………………………………… 5日､12日､19日､26日
トレーニングルーム休館日 ………………………… 5日､12日､19日､26日
図書館休館日……………………………………5日､12日､19日､20日､26日 ※聖籠町はこの運動に協力しています 

　2月10日、新発田人権擁護委員協議会主催の高齢者に対する人権の啓発事業に聖山大学、聖山
コーラス、町老人クラブの皆さん、計34名が参加しました。特に高齢、病気等で判断能力が衰
えた本人の財産を守ったり、不利益な契約を結ぶことの無いように保護、支援する成年後見制度
についての話があり、参加した皆さんは真剣に耳を傾けていました。 （関連記事：2Ｐ）
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１
月
20
日
、
新
年
最
初
の
行
事
、
初
釜
を
体
験
し
ま
し
た
。
抹
茶
、
煎
茶
そ
れ
ぞ
れ
の
作
法
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
お
茶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
も
「
い
つ
も
と
雰
囲
気
が
違
っ
て
緊
張
し
た
」「
固
く
な
っ
た
」「
家
で
飲
む
お
茶
と
違
っ

て
お
い
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

普
段
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の
な
い
茶
道
に
触
れ
、
す
ば
ら
し
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

初
釜
の
後
は
場
所
を
変
え
新
年
会
。
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

和室で『煎茶』 小ホールで『抹茶』

をを
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
に
緊
張

い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
に
緊
張

　

２
月
10
日
、
新
発
田
市
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
の
主
催
で
聖
山
大
学
・
聖
山
大
学
Ｏ
Ｂ
コ
ー

ラ
ス
・
町
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
34
名
が
人
権

問
題
の
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
演
は
人

形
劇
も
演
じ
な
が
ら
分
か
り
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

　

特
に
高
齢
、
病
気
等
で
判
断
能
力
が
衰
え
た

時
に
『
財
産
は
ど
う
や
っ
て
守
る
の
?
』、『
悪

い
人
に
騙
さ
れ
る
の
が
心
配
』
な
ど
成
年
後
見

人
制
度
の
話
に
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
中

で
判
断
能
力
が
無
い
場
合
の
制
度
の
活
用
方
法

な
ど
、
身
近
な
問
題
を
質
問
す
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
は
座
り
疲
れ
た
身
体
を
ほ
ぐ
す
た
め
、

皆
さ
ん
で
「
梅
干
し
の
歌
」
に
の
せ
て
体
操
で

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

判断能力判断能力がが衰えたらどうする衰えたらどうする
人権問題人権問題をを聴きました聴きました

聖山大学
精力的に活動しています

初釜・人権・町長との懇談初釜・人権・町長との懇談
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第40期生を募集します聖 山 大 学高齢者学級

　町公民館では、平成24年度の高齢者学級「聖山大学」の学生を次のとおり募集します。広く仲間づ
くりをしたい方の申し込みをお待ちしています。
　なお、集落の老人クラブを通じての入学を希望される方は、各会長さんにお申し出ください。
　また、町民会館窓口でも受け付けております。

募集期限　4月13日（金）まで 学び期間　平成24年5月～平成25年3月
参加資格　町内在住の60歳以上の方 連 絡 先　町民会館　☎27-2121　

町
長
と
の
懇
談
会

町
く

平成24年度

　

２
月
14
日
、
町
長
と
の
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
は
、
国
政
の
動
向
や
町
の

政
策
課
題
を
身
近
な
話
題
に
置
き
換
え

て
の
分
か
り
や
す
い
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
、
社
会
保
障
の
関

係
で
は
気
に
な
る
年
金
や
医
療
費
の
今

後
の
行
方
や
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

と
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し
、

そ
の
他
、
福
祉
、
教
育
、
港
を
核
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
普
段
は
な
か
な

か
聞
け
な
い
町
長
か
ら
の
生
の
話
に
、

学
生
の
皆
さ
ん
も
う
な
ず
き
な
が
ら
、

中
に
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
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地域の知恵や技・思いを
直接子どもたちに
　学校支援地域本部から多くの
支援をいただき、充実した学習ができた喜びの
声が子どもたちからたくさん聞こえてきます。
　近年、子どもたちが地域の方々と触れ合う機
会が減ってきています。こうした学校支援地域
本部事業に多くの地域ボランティアの方から参
加いただき、地域の方が
持っている知恵や技・思い
を直接子どもたちに伝えて
いただくと共に、子どもた
ちとの交流が深まっていく
ことを期待しています。

ここも「たち」としますか？

ひひろがるふふれあいみみつけるよよろこび

問い合わせ：聖籠町学校支援地域本部（結いハート聖籠事務所内）
 ☎32－5818・FAX32－5819
地域コーディネーター：新保利文・阿部誠衛・渡邉　彩・大倉幸子

学校支援地域本部事業に対する期待や地域の方のボランティア協力に
対する期待について、各小中学校の校長先生にお聞きしました

蓮野小学校長　遠山　　彰
保護者・地域との更なる
連携を視野に
　今年は地域コーディネーター
の方が週2回学校に来てくれたおかげで、相談
する機会が確保でき、いろいろな場面で支援を
いただきました。校外学習の引率や家庭科等の
学習補助で、子どもたちがボランティアの方々
とのかかわりを楽しみながら活動する姿も見る
ことができました。これからは、保護者や地域
の方々とのさらなる連携も視野に入れ、よりよ
い教育環境となるよう活用させていただきたい
と思います。

聖籠中学校長　佐藤　政志
頼りにしてます
「学校の応援団」
　「学校の応援団」とは、とても
頼もしく、また、頼りたくなる名前です。聖籠
中学校も、学校運営協議会とともに開校十周年
記念行事や聖中フェスティバル等でたくさんお
世話になりました。心より感謝しています。
　今後、社会が多様になるにつれ、子どもたち
が必要とする力も多様になり、学校の守備範
囲も広範囲となります。そんな時、頼りになる
のが学校支援地域本部の皆さんです。これから
も、支援をお願いします。

亀代小学校長　岩田　一郎山倉小学校長　呉井　　済
今後も様々な場面で
地域ボランティアの支援が必要
　今年度から、地域コーディネ－
ターが配置され、打ち合わせがスムーズに進むこ
とで、学校のニーズに合った支援を受けることが
できています。学校行事や校外引率では、危険箇
所をよく知っている地域の方に児童の安全確保
にかかわっていただき、とても感謝しています。
　書き初めでは、専門的に指導をしていただ
き、担任にとっても参考になる機会でした。今
後も教育活動の様々な場面で、地域ボランティ
アの支援は学校にとって必要だと考えています。
　学校としては、地域の方がいつでも来ていた
だけるよう学校の敷居を低くして、地域との信
頼関係をもって地域全体で子どもを育てていき
たいと考えています。

ズ 進喜
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蓮野小学校PTA主催「地域交流会（昨年10月23日）」が開催され、
卓球と竹馬体験コーナーの講師として、多くの会員の方より関わっていただきました。

　この機会に卓球を通して創始者である肥田野石蔵さんを
紹介させて頂きます。
　13年前に地域の人3、4人が集まり、協力をしながら苦
労を積み重ね、平成17年に老人クラブ会長だった「堀豊
次郎氏」から命名を頂いた「老人クラブ卓球愛好会」。以
降、町老連事業の一環として活動しています。
　現在は会員数60名余り（現会長：川瀬昭）。年3回の大会
に挑み体力作り、そして何よりも『楽しい　おもしろい』
をモットーに…。
　2月4日、聖海荘に於いて新年会を兼ねて、肥田野さんに
感謝状を贈呈しました。多年にわたって卓球愛好会を導い
ていただき、これからも大先輩としてご指導よろしくお願
いします。 （紹介）富樫昭平

聖籠町老人クラブ「卓球愛好会」聖聖聖聖聖聖籠籠籠籠籠籠町町町町町老老老老老老人人人人人人ククククククラララララブブブブブブ「「「「「「卓卓卓卓卓卓球球球球球球愛愛愛愛愛愛好好好好好好会会会会会会」」

地域交流会

〔結いハート聖籠・青少年交流センター〕
卓球愛好会活動の様子

　卓球指導、竹馬つくり、遊び方まで教えて
いただきあ

りがとうございました。子ども達との「ふれ
あいの場」

を通じ、楽しくも意義のある地域交流会とな
りました。

　これからも、会員の健康づくりと合わせて
、学校支援

地域本部への一層のご理解とご協力をお願い
します。 

地域の皆様の声を大切に事業運営に取り組んで参りますので、
是非お気軽にご意見をお寄せください。
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町
民
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
で
は
、
季
節
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
装
飾
を
し
て
い
ま
す
。
2
月
は
色
と

り
ど
り
に
飾
り
を
つ
け
た
「
だ
ん
ご
木
」
や
節

分
の
「
お
に
」
が
地
域
交
流
棟
を
訪
れ
た
方
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

「
だ
ん
ご
木
」
は
み
ら
い
の
た
ね
ジ
ュ
ニ
ア

の
生
徒
た
ち
が
、
赤
・
白
・
黄
に
色
付
け
さ
れ

た
だ
ん
ご
を
器
用
に
ま
る
め
て
枝
に
刺
し
、
縁

起
物
の
せ
ん
べ
い
を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と

て
も
立
派
に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
休
み
時
間

に
は
生
徒
た
ち
が
珍
し
そ
う
に
見
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

地
域
交
流
棟
で
は
、
季
節
ご
と
の
装
飾
を
通

年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

3
月
5
日
（
月
）
は
聖
籠
中
学
校
の
卒
業
式

で
す
。
今
年
も
生
徒
会
の
エ
コ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

委
員
会
と
図
書
委
員
会
の
生
徒
た
ち
と
地
域
の

サ
ー
ク
ル
「
華は

な

花は
な

の
会
」
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

生
花
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
り
、
卒
業
生
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
は
、
統
合
前
の
旧
亀
代
中

学
校
時
代
に
保
護
者
の
方
々
が
卒
業
生
の
為
に

生
花
で
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
り
お
祝
い
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、
今
日
で
は
生
徒

と
地
域
の
方
が
一
緒
に
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
ど
ん
ぐ
り
た
い
も
毎
年
お
手
伝
い

を
し
て
、
卒
業
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
を

し
ま
せ
ん
か
。
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
と
併
せ
て
、

校
内
を
彩
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
も
行

い
ま
す
。
お
申
込
な
ど
は
い
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時 

3
月
4
日
（
日
）

午
前
10
時
〜

場
所 

聖
籠
中
学
校

交
流
棟

季
節
の
装
飾

季
節
の
装
飾

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か

ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か

町民ホームベースから

卒業生へのプレゼント卒業生へのプレゼント
一緒にコサージュ作りませんか一緒にコサージュ作りませんか

団員を 募集 します

♪聖籠町公民館では、平成24年度の「せいろう少年少女合唱団」の団員を募集♪♪聖籠町公民館では、平成24年度の「せいろう少年少女合唱団」の団員を募集♪
歌、音楽の好きな人、一緒に友達をつくりませんか歌、音楽の好きな人、一緒に友達をつくりませんか

♪対象学年 原則、町内の小学生
♪練習日時 週1回（開催曜日は未定です。各小学校配布の申込書をご覧下さい）
 午後7時30分から午後8時30分
♪練習場所 町民会館　
♪参 加 費 600円（傷害保険料）　※その他、弁当代等実費として年間3,000円程度必要となります。
♪指 導 者 星野　晴子・宮下友里子
♪制　　服 ベスト・スカート・ズボン・ネクタイは公民館で貸与します。
♪申込方法  各小学校から配布される申込書に必要事項を記入し、参加費600円を添えて町

民会館窓口へお申し込み下さい。　※学校では申込みはできません。
♪申込期限 4月6日（金）厳守　※ただし、入団式以降でも、通年で入団可能です。
♪入 団 式 開催日未定（申込書をご覧下さい）
♪そ の 他 現在入団している団員も申し込みが必要です。
♪お問合わせ 聖籠町公民館（町民会館）☎27-2121
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町
と
山
倉
地
区
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
連
絡
協

議
会
共
催
で
加
治
川
用
水
疎
水
百
選
記
念
ク

リ
ー
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
行
な
い
ま
す
。
約
8
㎞

の
コ
ー
ス
を
清
掃
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
整
備

さ
れ
た
加
治
川
用
水
沿
い
を
み
ん
な
で
歩
き
ま

し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴　

 

　

１
０
０
円
（
保
険
料
）
当
日
徴
収

　

 

事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当

日
9
時
20
分
ま
で
に
記
念
公
園
駐

車
場
前
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

　

 

町
民
会
館  

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎

）

　

 

お
昼
に
は
豚
汁
を
ご
用
意
し
ま

す
。
各
自
お
弁
当
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

三
市
北
蒲
原
郡
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議
会
が

本
年
３
月
末
で
解
散
し
ま
す
。

　

協
議
会
の
機
器
・
機
材
は
新
発
田
市
教
育
委

員
会
、
阿
賀
野
市
教
育
委
員
会
、
胎
内
市
教
育

委
員
会
及
び
聖
籠
町
教
育
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ

引
き
継
ぎ
、
５
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
市
・
町
教

育
委
員
会
で
貸
出
業
務
を
再
開
す
る
予
定
で

す
。
宅
配
制
度
は
廃
止
し
ま
す
。

　

な
お
、
教
材
・
機
器
の
利
用
に
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
、
利
用
団
体
と
し
て
登
録
が
必
要
で

す
。
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
に
は
別
途
ご

案
内
し
ま
す
。

　

お
問
合
せ
先

：

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係

　

☎

　

銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
し
て
い
る
方
は
県
教
育

委
員
会
へ
登
録
が
必
要
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
以
下
の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。

・
新
潟
会
場
―
新
潟
県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室

　

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
4
―
1
）

・ 

長
岡
会
場
―
長
岡
地
域
振
興
局　

会
議
棟
2
階

　

大
会
議
室
（
長
岡
市
四
郎
丸
町
１
７
３
―
２) 

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

（
正
午
〜
午
後
1
時
は
休
憩
）

・
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

・ 

銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が
発
行

し
た
も
の
）

・ 

審
査
手
数
料
（
1
件
に
つ
き
６
、３
０
０
円

を
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
す
る
）

　
（
印
鑑
は
不
要
で
す
）

新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

☎

加
治
川
用
水
疎
水
百
選
記
念

加
治
川
用
水
疎
水
百
選
記
念

ク
リ
ー
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

ク
リ
ー
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

加
治
川
治
水
記
念
公
園
に
集
ま
れ
！

加
治
川
治
水
記
念
公
園
に
集
ま
れ
！

　

疎
水
百
選
の
看
板
が
目
印

　

疎
水
百
選
の
看
板
が
目
印

　
　

お
昼
は
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
付

　
　

お
昼
は
豚
汁
サ
ー
ビ
ス
付

卒業卒業や入学入学などのなどの
プレゼントプレゼントにいかがですか？にいかがですか？

in
聖籠緑地

会場

参加費参加費持ち物持ち物

日時

銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
を
開
催
し
ま
す

in
聖籠緑地

フフララワワーーアアレレンンジジ
教 教 室室視

聴
覚
教
育
協
議
会
廃
止
し
ま
す
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町
で
は
、
文
化
芸
術
ま
た
は
ス
ポ
ー

ツ
分
野
に
お
い
て
、
優
れ
た
成
績
を
修

め
て
全
国
大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
に

対
し
て
、
申
請
に
よ
り
激
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
町
民
会
館
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

12
月
と
１
月
に
交
付
さ
れ
た
方
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
敬
省
略
）

●
国
際
大
会

　
（
12
月
）

　

平
野　

良
樹（
次
第
浜
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　

渡
辺　

朝
陽（
山　

倉
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　

小
林　

　

慧（
蓮　

野
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　

小
林
か
な
え（
山
大
夫
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　
（
１
月
）

　

曽
根　

一
葉（
蓮　

潟
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　

小
林　

　

慧（
蓮　

野
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　

小
林
か
な
え（
山
大
夫
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

●
全
国
大
会

　
（
12
月
）

　

小
林　

　

慧（
蓮　

野
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　

小
林
か
な
え（
山
大
夫
）フ
ェ
ン
シ
ン
グ

　
（
１
月
）

　

小
池　

未
央（
稲
の
平
）弓
道

　

横
山　

裕
樹（
藤　

寄
）弓
道

　

安
達　

行
法（
桃　

山
）弓
道

　

上
村　

　

敏（
網
代
浜
）サ
ッ
カ
ー
監
督

　

吉
川　

　

晶（
旭
ケ
丘
）バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
複
数
県
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

　
（
12
月
）

　

遠
藤　

乃
愛（
稲
の
平
）ピ
ア
ノ

　

高
口　

愛
由（
蓮　

潟
）ピ
ア
ノ

　

安
藤　

わ
こ（
山　

倉
）ピ
ア
ノ

　

安
藤　

妙
恵（
山　

倉
）ピ
ア
ノ

　

鈴
木　

統
慈（
山　

倉
）ピ
ア
ノ

　
（
１
月
）

　

小
池　

未
央（
稲
の
平
）弓
道

　

横
山　

裕
樹（
藤　

寄
）弓
道

　

安
達　

行
法（
桃　

山
）弓
道

　

上
村　

　

敏（
網
代
浜
）サ
ッ
カ
ー
監
督

　

佐
久
間
達
也（
蓮　

潟
）ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
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あ
の
日
か
ら
ま
も
な
く
一
年
を
迎
え

　

あ
の
日
か
ら
ま
も
な
く
一
年
を
迎
え

る
。
る
。
22
月月
1111
日
の
新
聞
紙
面
に
は
死
者

日
の
新
聞
紙
面
に
は
死
者

１
５
、
８
４
８
名
、
行
方
不
明
者
３
、

１
５
、
８
４
８
名
、
行
方
不
明
者
３
、

３
０
５
名
、
避
難
者
３
４
１
、
４
１
１

３
０
５
名
、
避
難
者
３
４
１
、
４
１
１

名
。
そ
し
て
、
放
射
能
汚
染
、
避
難
者
生

名
。
そ
し
て
、
放
射
能
汚
染
、
避
難
者
生

活
、
復
興
活
動
…
。
今
も
新
聞
各
紙
が
東

活
、
復
興
活
動
…
。
今
も
新
聞
各
紙
が
東

日
本
大
震
災
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
連
日
の

日
本
大
震
災
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
を
連
日
の

よ
う
に
大
き
く
採
り
上
げ
て
い
る
。
震
災

よ
う
に
大
き
く
採
り
上
げ
て
い
る
。
震
災

で
受
け
た
傷
の
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感

で
受
け
た
傷
の
深
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感

す
る
。
▼
時
折
、
町
民
会
館
に
避
難
し
て

す
る
。
▼
時
折
、
町
民
会
館
に
避
難
し
て

い
た
南
相
馬
市
の
被
災
者
か
ら
便
り
が
届

い
た
南
相
馬
市
の
被
災
者
か
ら
便
り
が
届

く
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
避
難
所
生
活
に
関

く
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
避
難
所
生
活
に
関

わ
っ
た
職
員
を
気
遣
っ
た
も
の
、
思
い
出

わ
っ
た
職
員
を
気
遣
っ
た
も
の
、
思
い
出

や
お
礼
な
ど
。
近
況
を
伝
え
る
内
容
は
少

や
お
礼
な
ど
。
近
況
を
伝
え
る
内
容
は
少

な
い
。
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る

な
い
。
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
少
し
で
も
笑
顔
が
戻
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
少
し
で
も
笑
顔
が
戻
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
▼
被
災
地
で
は
少
し
ず
つ

の
だ
ろ
う
か
。
▼
被
災
地
で
は
少
し
ず
つ

だ
が
復
興
の
姿
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
多

だ
が
復
興
の
姿
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
多

く
は
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
被
災
者
自

く
は
懸
命
に
生
き
よ
う
と
す
る
被
災
者
自

ら
の
復
興
へ
の
動
き
だ
。

ら
の
復
興
へ
の
動
き
だ
。
99
月
に
発
足
し

月
に
発
足
し

た
野
田
内
閣
、
あ
の
と
き
に
国
民
に
訴
え

た
野
田
内
閣
、
あ
の
と
き
に
国
民
に
訴
え

た
泥
臭
さ
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

た
泥
臭
さ
は
ど
こ
に
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

政
治
の
動
き
で
見
る
限
り
は
復
興
と
い
う

政
治
の
動
き
で
見
る
限
り
は
復
興
と
い
う

議
論
は
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

議
論
は
薄
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
▼

る
。
▼
33
月月
1111
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
被

日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
被

災
者
の
心
の
悲
し
み
が
蘇
え
る
こ
と
だ
ろ

災
者
の
心
の
悲
し
み
が
蘇
え
る
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
の
悲
し
み
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ

う
。
こ
の
悲
し
み
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ

う
祈
り
た
い
。
▼
本
紙
の
発
行
は

う
祈
り
た
い
。
▼
本
紙
の
発
行
は
22
月月
2424

日
だ
が
、

日
だ
が
、
22
月月
2626
日
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に

日
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン
に

南
相
馬
市
長
が
初
出
場
す
る
。「
震
災
か

南
相
馬
市
長
が
初
出
場
す
る
。「
震
災
か

ら
一
年
、
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

ら
一
年
、
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

お
礼
を
込
め
て
走
り
た
い
」
と
語
っ
て
い

お
礼
を
込
め
て
走
り
た
い
」
と
語
っ
て
い

た
。
市
民
の
想
い
と
と
も
に
完
走
し
て
、

た
。
市
民
の
想
い
と
と
も
に
完
走
し
て
、

被
災
さ
れ
た
方
々
に
勇
気
と
希
望
を
与
え

被
災
さ
れ
た
方
々
に
勇
気
と
希
望
を
与
え

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

（
髙
橋
）

（
髙
橋
）
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編
集

・
発

行
　

聖
籠

町
教

育
委

員
会

　
町

民
会

館

社
会

教
育

課
　

☎
0
2
5
4－

2
7－

2
1
2
1
　

図
書

館
　

☎
0
2
5
4－

2
7－

6
1
6
6

せ
い
ろ
う

せ
い
ろ
う

？

　

1
月
24
日
聖
籠
町
立
図
書
館
建
設
委
員
会

は
、
新
図
書
館
の
建
設
に
町
か
ら
諮
問
の
あ
っ

た
Ｐ

※

Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

調
査
検
討
を
重
ね
た
結
果
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は

図
書
館
建
設
に
は
馴
染
ま
な
い
。
直
轄
直
営

方
式
が
望
ま
し
い
」
と
の
答
申
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
委
員
会
で
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
内

容
を
検
討
し
た
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
し
た

各
地
の
図
書
館
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、

事
業
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、

と
い
う
点
か
ら
、
直
轄
直
営
方
式
の
結
論
に
至

り
ま
し
た
。

（
答
申
内
容
は
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
）

　

今
後
委
員
会
で
は
、
新
図
書
館
の
基
本
計
画

や
、
候
補
地
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
配
置
計

画
、
各
部
屋
の
規
模
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
し

て
行
き
最
終
答
申
を
行
う
予
定
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は
？

　

民
間
企
業
の
資
金
や
技
術
・
ア
イ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
、
事
業
に
か
か
る
コ
ス
ト
の

縮
減
と
予
算
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
建
設
に
関
し
て

細
か
な
仕
様
を
決
め
て
発
注
す
る
の
で
は

な
く
、
あ
る
程
度
、
性
能
が
満
た
さ
れ
て

い
れ
ば
良
い
と
い
う
性
能
発
注
で
、
民
間

業
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
活
か
さ
れ
る
幅
が

広
が
る
。
設
計
は
設
計
業
者
、
建
設
は
建

設
業
者
の
よ
う
に
、
分
割
発
注
す
る
の
で

は
な
く
、
設
計
・
建
設
・
維
持
管
理
・
運

営
ま
で
を
一
括
に
発
注
す
る
。
契
約
期
間

は
事
業
費
に
も
よ
る
が
、
15
〜
30
年
と
長

期
に
わ
た
り
、
こ
の
期
間
内
に
町
が
民
間

に
事
業
費
を
分
割
返
済
す
る
。

第第
二二
次次
答答
申申
をを
行行
うう

① 

利
用
者
や
委
員
会
の
意
見
を
可
能
な

限
り
反
映
さ
せ
た
い

② 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
手
続
き
が
煩
雑
で
時

間
が
か
か
る

③
事
業
の
信
憑
性
に
疑
問
が
残
る

④
図
書
館
の
本
質
に
馴
染
ま
な
い

図
書
館
建
設
委
員
会

1．と　き　平成24年3月28日（水）
 午前11：00～正午
2．ところ　聖籠町町民会館　和室
3．たいしょう　町内の幼児～小学校低学年
4．お申し込み・問い合わせ
　  平成24年3月21日（水）まで
　  定員25名（先着順）
　  図書館のカウンターもしくは電話にてお申込下さい。
　  〈聖籠町立図書館〉　TEL 27-6166

はるがきたよ、みんなあつまれ！はるがきたよはるがきたよ

低学年

おはなしや手あそびでたのしもう♪

●日　時　平成24年3月25日（日）
 午後2時～午後4時

●場　所　聖籠町町民会館「小ホール」

※ 大勢の皆様のご来場をお待ちしています。ただし
会場の都合から、先着100名としております。
ご了承願います。

お知らせ

図書館建設委員会中間活動報告会図書館建設委員会中間活動報告会
及び及び広聴会広聴会のの開催開催についてについて
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